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毎月お届けしている本紙も各執筆陣はほとん

どコロナ一色になりました。アメリカでは、イ

ンフルエンザで１万人以上の死者が発生してい

るので、コロナには殆ど無関心なのと対照的な

日本ですが、皆様の周りではどのような状況に

なっているでしょうか？

現代の恐ろしい兵器は、ＡＢＣ兵器といわれ

て き ま し た。Ａ：atomic：原 子 (核)、Ｂ：

biological：生物、Ｃ：chemical：化学の頭文

字です。

核兵器は、落とされた地域が壊滅的な被害を

被ることは、日本人なら誰でも知っている通り

です。化学兵器は、地下鉄サリン事件を思い起

こせば、大規模に使用された際にどうなるか、

想像に難くありません。一方、有害な細菌・

ウィルスなどを散布して攻撃する生物兵器は、

イメージが付き難いものでした。

もし、潜伏期間が一定程度長く、必ずしも重

症化せず、無症状の場合もあり（この点がポイ

ント）、しかし重症化した場合の死亡率は高い

というウィルスが人為的に開発されてしまった

場合、今回の新型コロナウィルスの拡がりのよ

うな状況に陥るのかも知れません。COVID19

は死亡率が２％とみられる等、比較的低いので

当初は「何するものぞ」と勇ましい発言も見ら

れていましたが、自覚できない無症状感染者が

媒体となって市中感染を拡大させている局面に

入ったと考えられて、一気に自粛へと舵が切ら

れました。

甚大な破壊を及ぼすものの点的なエリアにな

るＡＣ兵器に対して、Ｂ兵器の場合は人の往来

が広域となっている今日、勝手に被害が拡散し

ていく恐ろしさを垣間見ている気がしました。

なお、かつて世界各地で大流行が怖れられた

SARSもMERSも、コロナウィルスの仲間なの

だそうです。先ずは自衛に限ります。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

皇居にて

by ham a

弥弥弥 生生生本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)
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十
一

試
行
②

』

エ
ジ
ソ
ン
が
一
八
七
九
年
に
電
灯
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

全
く
新
し
い
発
明
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
二
万
回
と
も
言

わ
れ
る
失
敗
を
重
ね
て
も
「
電
灯
」
と
い
う
発
明
の
コ
ア
ア
イ

デ
ィ
ア
は
決
し
て
放
棄
し
な
か
っ
た
。

「
天
才
と
は
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
努
力
」
と
も
言
っ
た
象
徴

的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
彼
は
何
故
、
こ
れ
だ
け
の
粘
り
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
？
単
に
精
神
的
に
タ
フ
だ
っ
た
・
楽
観
論
者
だ
っ

た
と
い
う
精
神
論
で
は
、
真
相
は
見
え
な
い
。

彼
が
追
求
し
て
い
た
の
は
、
電
灯
と
い
う
発
明
の
成
否
で
は
な

く
、
よ
り
明
る
く
耐
久
性
の
あ
る
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
素
材
で
あ
っ

た
。
こ
の
違
い
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
電
灯
を

作
る
」
こ
と
は
彼
の
中
で
は
既
定
の
事
実
に
な
っ
て
お
り
、
あ
と

は
市
場
に
出
せ
る
耐
久
性
の
レ
ベ
ル
で
の
解
決
策
を
求
め
て
い

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

で
は
何
故
、
彼
は
「
電
灯
を
作
る
」
こ
と
を
当
た
り
前
と
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
彼
に
わ
ず
か
に
先
行
し
て
不
安
定
な
が

ら
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
電
球
の
点
灯
実
験
を
成
功
さ
せ
い
た
英
国
人

が
居
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
も
う
少
し
物
事
を

俯
瞰
し
て
眺
め
な
い
と
見
え
て
は
来
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
電
球
の
発
明
後
に
、
彼
が
発
表
し
た
発
電
・
送
電
装
置

の
一
連
の
発
明
だ
。
彼
が
眺
め
て
い
た
世
界
は
、
電
球
と
い
う
製

予
定
を
変
更
し
て
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

（C
O

V
ID

-
1

9
）
の
話
に
し
ま
し
た
。
刻
々
と
状
況
は
変
わ

る
た
め2

月2
3

日
現
在
と
い
う
但
し
書
き
付
き
で
す
が
、
情

報
の
確
認
と
し
て
お
役
に
た
て
ば
幸
い
で
す
。

①

特
徴
は
肺
炎

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ウ
ィ
ル
ス
は
遺
伝
子
が
殻
に
包
ま

れ
た
だ
け
の
存
在
で
、
自
力
で
は
増
殖
で
き
ま
せ
ん
。
細
菌
や

多
細
胞
生
物
の
細
胞
に
吸
着
し
て
自
分
の
遺
伝
子
を
細
胞
内

に
送
り
込
み
、
細
胞
に
ウ
ィ
ル
ス
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
増
殖

し
ま
す
。
こ
れ
が
ウ
ィ
ル
ス
感
染
で
す
。
こ
の
一
連
の
過
程
で

ウ
ィ
ル
ス
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
細
胞
へ
の
吸
着

で
す
。
細
胞
に
吸
着
す
る
た
め
、
各
ウ
ィ
ル
ス
は
特
有
の
ス
パ

イ
ク
蛋
白
を
持
っ
て
い
ま
す
。
細
胞
も
種
類
に
よ
っ
て
、
表
面

に
様
々
な
突
起
が
出
て
い
ま
す
。
感
染
は
、
ス
パ
イ
ク
蛋
白
が

細
胞
表
面
の
突
起
と
特
異
的
に
結
合
す
る
こ
と
で
成
立
し
ま

す
。
そ
の
た
め
ヒ
ト
の
細
胞
に
感
染
で
き
な
い
ウ
ィ
ル
ス
は

多
数
あ
り
、
逆
に
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
ヒ
ト
のT

リ
ン
パ
球
に

し
か
感
染
し
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
の
上
気
道
（
鼻
や
ノ
ド
）
粘

膜
の
細
胞
に
し
か
感
染
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
変
異

し
たC

O
V

ID
-
1

9

は
ヒ
ト
のA

C
E

2

と
い
う
突
起
に
引
っ

掛
か
る
の
で
、
下
気
道
（
気
管
支
や
肺
）
細
胞
に
感
染
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
長
引
け
ば
、
誰
で
も
肺
炎
に
な
る

危
険
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。

②

空
気
感
染
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

ウ
ィ
ル
ス
は
、
空
中
や
水
中
や
地
中
に
存
在
し
ま
す
。
最
も

厄
介
な
の
は
、
空
中
に
漂
う
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
空
気
感
染
で

す
。
空
中
に
漂
う
と
、
遠
く
ま
で
広
が
る
し
マ
ス
ク
も
無
効
で

す
。
麻
疹
や
水
痘
は
空
気
感
染
な
の
で
、
封
じ
込
め
に
は
予
防

接
種
が
必
要
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
る

C
O

V
ID

-
1

9

の
感
染
経
路
は
、
飛
沫
（
咳
と
ク
シ
ャ
ミ
）
と
接
触

（
手
で
触
り
粘
膜
か
ら
侵
入
）
の
み
で
す
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
（
空

気
感
染
と
飛
沫
感
染
の
中
間
）
の
可
能
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
医
療
現
場
な
ど
特
殊
な
状
況
で
の
話
で
す
。

③

感
染
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
…

全
く
新
し
い
感
染
症
な
の
で
、
簡
易
な
診
断
法
や
治
療
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
。
肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
う
と
影
響
は
全
身
に
広
が
る
た

め
、
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
ヒ
ト
で
は
一
気
に
死
亡
率
が
高
ま
り

ま
す
。
し
か
し
肺
炎
に
さ
え
至
ら
な
け
れ
ば
、
他
の
病
原
性
は
強

く
な
い
よ
う
で
す
。
中
国
の
統
計
で
、
死
亡
率
は
高
齢
者
を
含
め

て
も
２
％
ほ
ど
で
軽
症
例
も
多
い
事
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

肺
炎
に
至
る
か
否
か
は
、
侵
入
す
る
ウ
ィ
ル
ス
量
と
ヒ
ト
の
抵
抗

力
で
決
ま
り
ま
す
。
侵
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス
量
が
少
な
け
れ
ば
、
感

染
が
肺
ま
で
拡
大
す
る
前
に
免
疫
獲
得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ス
量
を
減
ら
す
に
は
、

「
マ
ス
ク
・
丁
寧
な
手
洗
い
・
マ

メ
な
ウ
ガ
イ
」
が
最
も
重
要
で

す
。
人
混
み
を
避
け
る
事
と
換

気
も
有
効
で
す
。
そ
の
証
拠
に

今
年
の
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
感
染
予
防
の
意

識
が
高
ま
っ
た
た
め
、
同
じ
飛

沫
感
染
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

激
減
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
抵

抗
力
を
高
め
る
だ
け
で
す
。
疲

れ
を
た
め
ず
、
充
分
な
睡
眠
時

間
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

品
単
体
で
は
な
く
、
電
力
市
場
と
い
う
途
方
も
無
く
大
き
な
世
界

だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
消
費
を
支
え
る
（
出
口
側
の
）
電
球
で
コ

ケ
る
訳
に
は
往
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

起
業
現
場
で
口
や
か
ま
し
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要

性
」
を
説
く
の
も
、
こ
こ
に
理
由
の
一
つ
が
在
る
。
眺
め
て
い
る
世

界
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
ほ
ど
、
目
前
の
小
さ
な
出
来
事
は
気

に
な
ら
な
く
な
る
し
、
問
題
・
課
題
の
本
質
は
、
そ
こ
で
は
な
い
事

が
自
明
と
な
り
や
す
い
。
。

社
会
実
験
・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
思
わ
し
く

な
い
結
果
に
よ
っ
て
全
て
を
放
棄
し
て
し
ま
う
愚
を
見
る
こ
と
が

あ
る
。
例
え
ば
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
て
、
何
か
の
体
験
事

業
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
体
験
事
業
を
組
み
立

て
、
参
加
者
を
募
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
思
っ
た
よ
う
に
集
ま
ら

な
い
。
果
た
し
て
、
こ
の
事
だ
け
で
「
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
人

気
が
無
い
」
と
決
め
つ
け
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？

も
し
か
し
た
ら
、
募
集
の
や
り
方
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
魅
力
が
的
確
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
…
。

こ
れ
ら
を
全
て
解
決
し
て
、
そ
れ
で
も
成
果
が
芳
し
く
な
か
っ
た

の
な
ら
、
そ
こ
で
諦
め
て
も
遅
く
は
な
い
。

試
行
を
実
行
す
る
前
に
、
検
証
す
る
の
は
何
で
あ
る
の
か
明
確

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
エ
ジ
ソ
ン
に
は
な
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
ち
返
り
、
検
証
す
べ
き
点
を
一
歩
ず
つ

確
認
し
て
い
け
ば
善
い
だ
け
の
こ
と
だ
。

寄
稿
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（C

O
V

ID
-
1

9

）

に
つ
い
て
』

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(
い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。



世界各国で猛威を振るいつつある新型コロナウイルスですが、日本では大小様々なイベント

の中止が発表され、もしかすると東京オリンピックですら他国開催が議論されている状況に

までなっています。身近なところでは娘が通う小学校でも目黒区全体で卒業式の中止を検討

されているようでして、PTA会長をさせていただいている身としては、私のしょうもないス

ピーチは是非とも割愛していただき、参列者削減・時間短縮という形でも何とか6年間過ごし

た学び舎を巣立つ子ども達を送り出したいなあと思うこの頃です。

イベント関係の他にも、観光地における観光関連企業の廃業倒産。特に中国人頼みだった

ホテルなどは深刻ですね。飲食店のキャンセル多発。企業のテレワーク導入も合わさって繁

華街・オフィス街地域の店は厳しい状況が続いています。製造業の部品在庫の不足にともな

う工場の休業。部品製造の中国工場の閉鎖で完成品組み立ての日本工場も相次いで閉鎖。通

信販売の注文増加で輸送業がパンク。外出控えからAmazonなどネット通販の利用が爆発的

に増加。しかし輸送業も人員確保が難しく長引けば注文抑制の動きも。

等々様々な分野で経済活動がストップとしており、個人はもちろんですが経営側としては

過ぎ去るまでをいかに耐え忍ぶかという状況であります。5月末に発表されるの経済成長率は

間違いなくマイナス成長でしょう。昨年の消費増税の見直しを願うのは私だけでしょうか。

先日のネットで『えっこんなところにも影響が?』という記事を見かけたのでご紹介しま

す。中国の工場に指定のゴミ袋を発注している岐阜県関市では、一部のゴミ袋の納品が遅

れ、多くの店で手に入りにくくなっています。関市は大・中・小合わせて3つの容量のゴミ袋

を中国 上海の工場に発注しています。市によりますとこのうち中型の30リットルの袋につい

て去年11月に見込みより少なく発注していたミスが分かり急きょ工場に追加を依頼したとこ

ろ、納品が2月中旬になると伝えられたということです。ところが新型コロナウイルスの感染

拡大で、中国の工場が一時、操業と出荷を停止したため、納品が遅れ今も届いていません。

ゴミ袋を販売している市内のスーパーやコンビニエンスストアなどでは去年12月から在庫が

なくなり現在多くの店で中型のゴミ袋が手に入らなくなっています。大型や小型のゴミ袋は

在庫に余裕があるということですが、市には市民からの問い合わせや苦情の電話がこれまで

におよそ50件寄せられています。(2月21日NHK-WEBより)

そんなところでもグローバル経済がというニュースですが、今回の新型コロナウイルスが

及ぼす影響の中で感じたことがあります。

①簡素化への回帰

昨今は子供関係のイベントですら行政や地域から多くの参列があったり、そんな事まで行

事化?そこまで過度な内容にしなくてもと感じるものが多々あります。『前年度より大きなも

のを・多くの予算で』という気質がインフレを起こしている気がしてなりません。

目的は?誰が幸せにするため?という視点で考えると簡素化すべきものがたくさんあると思

われます。 日本人は本来"わびさび"を美意識とする国民です。原点回帰ということではない

でしょうか。

②今一度自立した国家運営基盤とは?を考える

何度もこのコラムでも触れていますが、グローバル経済化が進む現代だからこそ、今回の

ような世界規模での災害時にも国家運営を担保できるだけの基盤強化が必要なのだと考えま

す。特にこの影響が食糧関連にまで拡大した場合、輸入で食を支えている日本は果たして持

続可能な国家運営ができるのか?

今回の新コロナウイルスに関する事柄が単なる反省に終わらず、子ども達の未来にとって

よりよい教訓となることを切に願います。

大学受験には、出願から受験、合否判定に至るまでの、手続きの信頼性と公正

性が求められる。当然ながらマニュアルの作成と遵守が基本となるが、想定外

の、あるいは想定内ではあるが個別に現場判断が必要となるような事象が発生し

た際に、大学およびその教職員の真価が問われる。

そこで、新型コロナウイルスに感染した受験生に対し、二次試験においてどの

ような対処をすべきかを考えてみたい1。

感染については、非感染受験生と比べて予防面での著しい不備等がない限り、

本人の落ち度と断定することはできない。受験生が欠席や遅刻した場合、「本人

の責めに帰すかどうか」が、彼らに対する対処の大きな分岐点であり、例えば公

共交通機関の大幅遅延が理由の場合は特別措置が取られる。私はこの原則が出発

点であり、陽性の受験生に対しては、基本的に何らかの特別措置を実施すること

が適切であると考える。ちなみにセンター試験では、やむを得ない事由があれ

ば、医師の診断書で追試という特別措置が受けられる。

ここでは論をこれ以上深めないが、この選択肢を取る場合、新型コロナウイル

スに限るのか、それとも季節性インフルエンザ等の病気や事故、両親の危篤等に

まで広げるのかという、非常に難しい問題が横たわっていることも付しておきた

い。

一方で、特別措置を行わないという選択を、頭から否定することもできない。

今はウイルスの解明に程遠く、向こう1ヶ月の様相すら読めない。直前の試験要

項の変更は、大きな混乱が生じる恐れがある。関係者全員に生じるリスクが大き

く、最悪、試験そのものの信頼性や公正性に疑念が生じると判断される場合にお

いては、特別措置を実施しないという選択もやむを得ないと考える。

両論併記になってしまったが、特別措置の内容を具体的に考えてみると混迷は

ますます深まる。まず追試だが、該当者の受験機会は復活するものの、大学側に

おいて本試験受験生との公平性を確保しつつ、問題作成、会場確保と体制整備、

周知、実施、採点と合否判定を行うことが必要となる。これを前期・後期日程の

それぞれの試験日（前期は2/25、後期は3/12に集中）、合格発表、入学手続

の合間に潜り込ませることは至難の技のように思える。次にセンター試験のみで

の合否判定は、大学・受験側の双方に負担が少ないという利点があるものの、本

来は当初からデザインして初めて成り立つ手法であり、アドミッションポリシー

との整合性と不公平感を抱く受験生の増加が懸念される。

実際に北陸の国公立大学二次試験では、各大学において対応が分かれる結果と

なった。対応には各大学の事情等があり是非を問う事は難しいが、今後、同様の

事態に備え、平時から準備しておくことが望ましいことは言うまでもない。

注1：本コラムは令和2年2月20日時点での情報を基に執筆している。

浮き草のごとく99 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 大学受験の信頼性と公正性 』

『 新型コロナこれからどうなるのでしょう 』
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買い物の人が多かった。小生も3000円程購入して

しまった。あああ

現地ガイドの李さん、すっかり気をよくして「レス

トランでの飲み物代はおごりだ」と宣言する始末。こ

れ幸いといつもは1本のビールを2本飲んでしまっ

た。この後もお茶、砂絵の展示販売場へ連行
 

された

が、買う人は殆どいなかった。

この旅の最後を締めくくる観光が待っていた。「大

峡谷玻璃大橋」がそれだ。2016年8月、満を持して

オープンした全長430m、幅6m、地上からの高さ約

300m地点に吊るされた世界最長、世界最高度を誇

るガラスの吊り橋だ。（「玻璃」は中国語でガラスの

意味）。

設計は国際コンペの結果、イスラエルの建築家

ハイム・ドウタンが手掛けた。目の前に現れた橋

の姿は、真っ白な優美な曲線。まるで白鳥のよう

だ。それにガラスの平らな床。素晴らしい！世界

から人を集めるってこういうことかなってつく

づく思い知らされる。一度に最大800人、一日では

最大8,000人まで乗ることが可能とされている。足

元の深い谷底、周りの雄大な風景と相まってまるで

空中散歩をしている感覚になる。残念なことに雨が

降っていてガラスの透明感が薄れ、浮遊感が物足り

なったのが少し残念。

今回の旅は中国の圧倒的な観光開発の仕方、エンタテイメント性にぶち

のめされた。まだまだ粗さはあるけど向上していくこ

とは間違いない。街中にはもうごみは殆ど無い。

観光は人を招きいれることだから、美しくすること、

美味いものを食べて満足してもらうこと、心地よい宿

の提供、楽しませる、もてなす行為を磨いていくことに

なり、時が経つにつれ様になっていく。結果として素敵

な観光地が自然とできていく。そう結果観光なのだ。

チープな観光施設、安売り、キャンペーンを張ること、

コマーシャルして、人を集めることを目的する観光

じゃないこと。それが持続可能な観光地づくりかなと

つくづく思うのだ。（おしまい）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』中国 張家界への旅(2019.11.14～18)

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

渓流散策後は、張家界森林公園のそそり立つ岩山

の上に登って、上からの眺めを楽しもうとエレベー

ターに乗るとガイドが言う。バスに乗り込みその昇

降装置に近づいた。自然保護派なら卒倒しそうなス

ケルトンエレベーターが、そそり立つ岩に設備され

ているではないか！世界自然遺産で、いいの？なんて生真面目な日本人の

声が聞こえてきそうだけど、登坂路を長々と造って岩肌を削るよりもはる

かに自然への負荷が少ないのではと思う。富士山五合目にインフォメー

ションを造るのだけど、環境省の方々が真面目な何てことない施設を計画

しているので、ふとそんなことを思った。

2階建てエレベーター3基、１台で60人ほど上げる能力を持つため大量

の人数を捌くには適しているかな？でも何時間も待たせることは頻繁にあ

るようだ。2分ほどで頂部に着くと水平移動で岩の列柱の景色の変化を楽し

みつつ歩いていく。前日同様、谷底が丸見えで足がすくむ。歩行路は石畳、

ここが中国の凄いところ、日本はまず無い。

雲海に浮かぶ壮大な奇岩の森は壮観で、山水画のような幻想的な雰囲気を醸

し出している。山峰の平均標高は800mという武陵源

は、近年までトゥチャ族やミャオ族といった少数民族

が住む辺境の地でった。武陵源の奇岩には、彼らの苦難

の歴史を伝える伝説が語り継がれ、人々が容易に立ち

入れない山岳地帯であることから、太古の自然も手つ

かずの状態でそのまま残されている。氷河期を生き抜

いた古代樹をはじめ3,000種以上の植物や、絶滅危惧

種を含む116種の動物が生息しており、その点からも

希少価値があるといえる。展望台から見る景色はまさ

に仙境と呼ぶにふさわしい。

最終日は朝から雨だった。これまでカイモノは無かった。これまで、お茶、

絹ふとんや黒真珠、真珠クリームなどなど、ことごとく中国の強引商法に大

敗している小生としては、身構える。見るだけが、いつの間にやら買う羽目

になっている。さて、今回はいずこに連れて行かされるやらと警戒してい

た。まずは、竹繊維の店と言う。竹製品はいらん！と入店前は皆そう思って

いたに違いない。ところが、吸水性抜群の竹繊維タオル、醤油を垂らしても

吸着しないタオルでこれで洗えば洗剤いらないとの謳い文句。一人が買い

出すと雪崩を打ったかのように爆買い。でも単価が高くないから1万円程の


